
東京SR展示備品の見直し

2022年7月1日、東京ショールームを品川に移転オープ
ンいたしました。新しくなった東京ショールームは、「可変
性」をテーマに、倉庫のシステムを応用し、様 な々レイア
ウトに対応できる空間に仕上げております。単管パイプ
や、廃棄される家具運搬用のパレットを組み合わせた展
示台等は、分解可能で、再利用可能な設計です。

カタログ部数の削減

SOGOKAGUでは、カタログの印刷時・廃棄時に排出さ
れるCO2削減のため、カタログ機能のデジタル化を推進
し、カタログ発行部数の削減に取り組んでおります。

商品撮影のCG化

SOGOKAGUでは、2023年のカタログより商品の撮
影を廃止、すべてCGによる画像作成に切り替えること
で、廃棄の削減に取り組んでおります。

裁断型データの最適化

SOGOKAGUの生産部門では、家具に張る生地の裁断作業
時に、「発注台数」「生地巾」に応じて型データを変更し、可能
な限りロスの少ないパターンの配置で裁断作業を行い、廃棄
の削減に取り組んでおります。

生地廃材のアップサイクル

SOGOKAGUの生産部門では、上記廃棄を減らす取り組み
をしているものの、それでも余ってしまう生地については、クッ
ションカバーやエコバッグなど、様々な製品を作り、ハンドメイ
ドマーケットにて販売しております。
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